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三
． 

不
良
債
権
問
題
へ
の
徹
底
的
な

　
　
取
組
み
と
効
率
経
営
の
促
進

　
　
　―

平
成
十
二
年
度
〜
十
三
年
度―

三
―
一
　 

平
成
十
二
年
度
〜
十
三
年
度
の

　
　
　
　
経
済
・
金
融
環
境

（
経
済
状
況―

景
気
回
復
へ
向
け
て
）

　
平
成
十
二
年
八
月
に
、
日
本
銀
行
は
景
況
感
が
大
幅
に
改
善

さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
受
け
「
ゼ
ロ
金
利
政
策
の
一
時
解
除
」
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
平
成
十
三
年
に
入
る
と
、
景
気
は
前
年
か

ら
続
い
た
Ｉ
Ｔ
ブ
ー
ム
（
Ｉ
Ｔ
景
気
）
の
剥
落
や
小
泉
内
閣
の

打
ち
出
し
た
「
構
造
改
革
」
の
行
方
の
不
透
明
感
な
ど
か
ら
、

世
界
経
済
の
景
気
後
退
と
と
も
に
減
速
基
調
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
不
良
債
権
問
題
の
深
刻
化
や
株
価
の
下
落
、
失
業
率

の
上
昇
な
ど
雇
用
環
境
の
悪
化
も
生
じ
、
景
気
は
急
速
に
停
滞

感
を
強
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
企
業
倒
産
数
も
増
加
し
、
上
場
企
業
の
相
次
ぐ
経
営

破
綻
を
き
っ
か
け
に
、
企
業
の
信
用
リ
ス
ク
へ
の
警
戒
感
が
一

挙
に
拡
が
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
は
米
国
経
済
の
立
ち
直
り
を
契
機
に
輸
出

主
導
で
の
景
気
回
復
へ
と
向
か
い
始
め
ま
し
た
。

（
新
潟
県
経
済
の
動
き
）

　
新
潟
県
経
済
は
日
本
経
済
の
動
き
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う

に
停
滞
が
続
き
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
の
Ｉ
Ｔ
景
気
も
県
内
経

済
へ
の
貢
献
は
少
な
く
、
生
産
面
は
盛
り
上
が
り
に
欠
け
ま
し

た
。
平
成
十
三
年
に
は
、
県
内
の
各
地
域
で
の
主
要
企
業
の
倒

産
も
あ
り
、
倒
産
負
債
総
額
は
高
水
準
で
推
移
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
十
三
年
五
月
以
降
、
新
潟
中
央
銀
行
融
資
先
の

整
理
回
収
機
構
へ
の
移
管
問
題
を
は
じ
め
、
新
潟
鐵
工
所
な
ど

大
型
倒
産
の
余
波
も
あ
り
、
県
内
企
業
で
は
、
景
気
の
先
行
き

に
対
す
る
不
透
明
感
が
拡
が
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
輸
出
に
よ
っ
て
国
内
景
気
が
回
復
に
向
か
っ
た
よ

う
に
、
新
潟
県
で
も
輸
出
関
連
業
種
で
持
ち
直
し
の
動
き
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

（
金
融
環
境―

金
融
制
度
改
革
等
の
流
れ
）

　
平
成
十
二
年
七
月
、
金
融
監
督
庁
と
大
蔵
省
金
融
企
画
局
を

統
合
し
て
新
た
に
「
金
融
庁
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
こ
の
年
、
金
融
庁
は
安
定
的
で
活
力
あ
る
金
融
シ
ス
テ
ム
の

構
築
、
金
融
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
利
用
者
保
護
に
配
慮
し
た
金

融
ル
ー
ル
の
整
備
と
適
切
な
運
用
な
ど
六
つ
の
基
本
的
な
考
え

方
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
金
融
機
関
で
の

不
良
債
権
の
最
終
処
理
に
向
け
た
施
策
の
実
施
、
異
業
種
に
よ

る
参
入
等
新
た
な
形
態
の
銀
行
業
へ
の
対
応
、
信
用
組
合
に
対

す
る
集
中
検
査
の
実
施
な
ど
が
重
要
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
不
良
債
権
が
資
産
計
上
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
化

に
つ
い
て
経
済
産
業
省
な
ど
と
横
断
的
に
検
討
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
異
業
種
に
よ
る
新
た
な
形
態
の
銀
行
業
参
入
等
で

は
、
有
人
店
舗
を
持
た
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
の
非

対
面
取
引
を
専
門
に
行
う
銀
行
と
し
て
ジ
ャ
パ
ン
ネ
ッ
ト
銀
行

や
ア
イ
ワ
イ
バ
ン
ク
銀
行
等
が
免
許
交
付
を
受
け
、
営
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

＊

　
平
成
十
三
年
四
月
に
小
泉
内
閣
が
発
足
す
る
と
、
緊
急
経
済

対
策
が
策
定
さ
れ
金
融
機
関
の
不
良
債
権
問
題
と
企
業
の
過
剰

債
務
問
題
の
一
体
的
な
解
決
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
、
同
年
六
月
に
「
経
済
財
政
運
営
の
基
本
方

針
・
骨
太
の
方
針
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
改
革
工
程
表
が
示
さ
れ
、
同

＊
最
終
処
理
…
オ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
化

　
不
良
債
権
の
最
終
処
理
と
は
不
良
債
権
を
銀
行
の

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
除
去
す
る
こ
と
（
オ
フ
バ
ラ

ン
ス
化
）
を
い
い
、
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
化
の
手
法
に
は

償
却
、
売
却
、
デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ス
ワ
ッ
プ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

10



年
十
月
に
改
革
先
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
証
券
市
場
・
金
融

シ
ス
テ
ム
の
構
造
改
革
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
金
融
庁
で
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
大
手
行
を
主
体

に
健
全
性
確
保
の
た
め
の
迅
速
か
つ
厳
格
な
不
良
債
権
対
応
を

求
め
た
ほ
か
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
（
整
理
回
収
機
構
）
等
に
よ
る
不
良
債

権
処
理
と
企
業
再
生
の
枠
組
み
を
整
備
し
、
「
平
成
十
六
年
度

に
は
不
良
債
権
問
題
を
正
常
化
す
る
」
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
十
三
年
十
一
月
か
ら
は
、
金
融
庁
の
大
手
行
に

対
す
る
特
別
検
査
が
実
施
さ
れ
、
大
口
取
引
先
企
業
の
資
産
評

価
が
厳
格
化
さ
れ
ま
し
た
。

三
―
二
　
新
中
期
経
営
計
画

　
　
　
　―

平
成
十
二
年
度
〜
十
三
年
度―

　
平
成
十
二
年
に
入
り
、
経
済
金
融
環
境
の
大
き
な
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
平
成
十
年
度
か
ら
平
成
十
二
年
度
ま
で
の
計
画

期
間
で
あ
っ
た
「
第
十
二
次
長
期
経
営
計
画
」
を
切
り
上
げ
、

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
平
成
十
四
年
三
月
ま
で
の
二
年
間
を
実

施
期
間
と
し
た
「
新
中
期
経
営
計
画
」
（
以
下
、
新
中
計
）
を

策
定
し
、
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
背
景
と
し
て
は
「
再
編
・
淘
汰
の
高
ま
り
、
ペ
イ
オ
フ

解
禁
を
前
に
し
て
、
銀
行
経
営
に
は
恒
常
的
に
高
い
収
益
を
確

保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
株
主
へ
の
利

益
還
元
が
で
き
る
体
質
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
市
場
か
ら
評
価
さ
れ
な
い
」
と
の
認
識

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
「
当
行
は
不
良
債
権
の
処
理
が
完
了
し
た
と
は
言
い
切

れ
ず
、
そ
の
意
味
で
は
前
提
条
件
で
あ
る
健
全
性
も
ま
だ
十
分

で
は
な
い
状
況
に
あ
り
、
収
益
力
も
不
良
債
権
処
理
か
ら
の
回

復
力
が
弱
く
脆
弱
さ
が
目
立
つ
」
と
分
析
、
現
状
評
価
を
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
認
識
を
踏
ま
え
て
、
新
中
計
を
「
飛
躍
へ
の
足
固

め
の
二
年
間
」
と
位
置
付
け
、
基
本
方
針
を
「
収
益
力
の
強

化
」
と
「
資
産
内
容
の
良
化
」
の
二
つ
と
し
ま
し
た
。

　
収
益
力
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
預
金
、
貸
出
金
別
の

営
業
推
進
を
見
直
し
、
顧
客
マ
ー
ケ
ッ
ト
別
の
営
業
推
進
体
制

を
構
築
し
て
、
個
人
・
法
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
地
公
体
取
引
、
市

場
営
業
の
四
つ
に
区
分
し
営
業
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
資
産
内
容
の
良
化
に
対
し
て
は
、
業
種
別
の
管
理
強
化
と
与

信
集
中
是
正
な
ど
に
よ
り
信
用
リ
ス
ク
管
理
強
化
を
は
か
る
と

と
も
に
不
良
債
権
削
減
へ
の
徹
底
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

三
―
三
　 

平
成
十
二
年
度
〜
十
三
年
度
の

　
　
　
　
主
要
施
策
と
業
績
等

―

平
成
十
二
年
度
の
主
要
施
策
等―

（
本
部
組
織
の
改
正
）

　
新
中
計
の
方
針
に
基
づ
き
収
益
力
の
強
化
を
は
か
る
た
め
、

平
成
十
二
年
四
月
に
組
織
改
正
を
実
施
し
、
本
部
組
織
を
「
プ

ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
」
と
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
」
に

二
分
し
て
役
割
・
責
任
を
明
確
化
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
営
業
統
括
部
内
の
組
織
を
機
能
別
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
別

に
再
編
す
る
と
と
も
に
、
本
部
渉
外
機
能
の
統
合
に
よ
る
業
務

渉
外
部
の
新
設
、
国
内
外
の
資
金
運
用
業
務
一
本
化
に
よ
る
市

場
営
業
部
の
設
置
等
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
本
部
の
課
や
グ
ル
ー
プ
を
統
合
し
、
一
部
内
室
・

六
課
・
一
グ
ル
ー
プ
を
削
減
し
て
簡
素
化
し
ま
し
た
。

　
関
連
会
社
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
五
月
に
株
式
会
社
北

越
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
七
月
に
北
越
資
産
管
理
株
式
会
社
を
解
散
し

た
ほ
か
、
平
成
十
三
年
四
月
に
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
業
務
の

効
率
化
に
む
け
、
北
越
カ
ー
ド
株
式
会
社
と
北
越
ジ
ェ
ー
シ
ー

ビ
ー
株
式
会
社
を
合
併
し
ま
し
た
。
（
存
続
会
社
は
北
越
カ
ー

平成12年上期支店長会議（新中期経営計画他示達）
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ド
株
式
会
社
）

（
営
業
店
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
化
）

　
エ
リ
ア
営
業
体
制
の
導
入
と
店
舗
廃
止
の
継
続

　
営
業
エ
リ
ア
の
特
性
を
踏
ま
え
た
店
舗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効

率
化
に
む
け
、
平
成
十
二
年
十
月
か
ら
長
岡
東
エ
リ
ア
・
千
手

エ
リ
ア
の
二
地
区
に
お
い
て
、
初
め
て
エ
リ
ア
営
業
体
制
を
導

入
し
ま
し
た
。

　
エ
リ
ア
営
業
体
制
は
、
一
定
地
域
（
エ
リ
ア
）
内
の
複
数
の

店
舗
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
扱
業
務
を
明
確
に
し
、
補
完
し
合
い

な
が
ら
効
率
的
な
営
業
活
動
を
お
こ
な
う
も
の
で
、
フ
ル
バ
ン

キ
ン
グ
体
制
の
「
エ
リ
ア
中
核
店
」
と
業
務
特
化
型
の
「
エ
リ

ア
サ
テ
ラ
イ
ト
店
」
お
よ
び
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
店
」
と
で
構
成
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
営
業
体
制
に
お
い
て
は
、
エ
リ
ア
中
核
店
の
支
店
長
が

サ
テ
ラ
イ
ト
店
の
支
店
長
を
兼
務
す
る
ほ
か
、
サ
テ
ラ
イ
ト
店

は
副
支
店
長
（
支
店
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
が
配
置
さ
れ
て
運
営
管
理

を
行
う
な
ど
、
従
来
の
店
舗
運
営
体
制
が
大
き
く
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

　
一
方
、
お
客
さ
ま
に
対
し
て
は
、
エ
リ
ア
内
の
為
替
手
数
料

を
同
一
店
舗
扱
い
と
し
、
当
座
預
金
な
ど
の
ネ
ッ
ト
取
引
も
可

能
と
す
る
な
ど
利
便
性
向
上
へ
も
配
慮
し
な
が
ら
移
行
を
す
す

め
ま
し
た
。

　
平
成
十
三
年
十
月
に
は
さ
ら
に
新
津
エ
リ
ア
、
豊
栄
エ
リ

ア
、
新
潟
東
エ
リ
ア
に
エ
リ
ア
営
業
体
制
を
拡
大
し
、
実
施
地

区
は
五
エ
リ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
営
業
店
に
つ
い
て
も
、
平
成
十
二
年
七
月
に
新
宿
支

店
、
九
月
に
宮
原
支
店
、
十
一
月
に
大
阪
支
店
を
廃
止
し
、

平
成
十
三
年
度
末
で
の
総
店
舗
数
は
九
十
六
カ
店
と
な
り
ま
し

た
。

（
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
整
備
）

　
当
行
で
は
、
リ
ス
ク
管
理
を
経
営
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
、
平
成
十
一
年
九
月
に
金
融
当
局
が
公
表
し
た

「
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
内
容
等
も
ふ
ま
え
、
平
成
十
二

年
十
月
、
基
本
的
な
考
え
方
と
な
る
「
リ
ス
ク
管
理
基
本
方

針
」
を
制
定
し
、
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
整
備
に
努
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
基
に
当
行
が
管
理
し
て
い
く
リ
ス
ク
の
種
類

や
管
理
体
制
等
を
明
確
化
し
た
「
リ
ス
ク
管
理
統
括
規
程
」
を

策
定
し
、
あ
わ
せ
て
各
リ
ス
ク
ご
と
の
管
理
規
程
を
整
備
す
る

な
ど
体
系
化
を
す
す
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
十
二
年
十
二
月
に
災
害
等
へ
の
対
応
策
を
定
め

た
「
危
機
対
応
基
本
規
程
」
を
、
平
成
十
四
年
三
月
に
風
評
発

生
や
流
動
性
危
機
の
際
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
「
緊
急
時

対
応
要
領
」
を
定
め
ま
し
た
。

（
マ
ー
ケ
ッ
ト
別
で
の
営
業
推
進
体
制
の
整
備
）

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
別
で
の
営
業
戦
略
を
踏
ま
え
た
施
策
に
取
り
組

む
た
め
、
平
成
十
二
年
四
月
に
営
業
統
括
部
内
に
法
人
営
業
室

お
よ
び
個
人
営
業
室
を
設
置
し
、
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。
ま

た
、
営
業
店
に
つ
い
て
も
、
平
成
十
二
年
度
下
期
か
ら
総
合
推

進
店
Ａ
（
十
一
カ
店
）
お
よ
び
長
岡
東
支
店
（
エ
リ
ア
中
核

店
）
に
お
い
て
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
別
営
業
推
進
体
制
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
別
営
業
推
進
体
制
は
、
従
来
、
営
業
店
の
渉
外

担
当
者
が
テ
リ
ト
リ
ー
別
に
配
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
法

人
・
個
人
の
顧
客
マ
ー
ケ
ッ
ト
別
に
区
分
し
て
配
置
し
営
業
推

進
を
行
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
渉
外
担
当
者
の

専
門
ス
キ
ル
を
高
め
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
営
業

力
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

（
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
）

　
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
面
で
は
、
個
人
ロ
ー
ン
の
増
嵩
に
資
す
る

中核店（Ａ支店）
Ａ支店 フルバンキングで営業

Ｂ支店 サテライト店(Ｂ支店）
業務を特化して営業

フルバンキングで営業

フルバンキングで営業

サテライト店マネジャーを任命

Ａ市・某地域 Ａ市・某地域

エリア営業体制の概念図
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ド
株
式
会
社
）

（
営
業
店
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
化
）

　
エ
リ
ア
営
業
体
制
の
導
入
と
店
舗
廃
止
の
継
続

　
営
業
エ
リ
ア
の
特
性
を
踏
ま
え
た
店
舗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効

率
化
に
む
け
、
平
成
十
二
年
十
月
か
ら
長
岡
東
エ
リ
ア
・
千
手

エ
リ
ア
の
二
地
区
に
お
い
て
、
初
め
て
エ
リ
ア
営
業
体
制
を
導

入
し
ま
し
た
。

　
エ
リ
ア
営
業
体
制
は
、
一
定
地
域
（
エ
リ
ア
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内
の
複
数
の

店
舗
が
そ
れ
ぞ
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取
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業
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を
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補
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な
が
ら
効
率
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営
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バ
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キ
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リ
ア
中
核
店
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「
エ
リ

ア
サ
テ
ラ
イ
ト
店
」
お
よ
び
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
店
」
と
で
構
成
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
営
業
体
制
に
お
い
て
は
、
エ
リ
ア
中
核
店
の
支
店
長
が

サ
テ
ラ
イ
ト
店
の
支
店
長
を
兼
務
す
る
ほ
か
、
サ
テ
ラ
イ
ト
店

は
副
支
店
長
（
支
店
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
が
配
置
さ
れ
て
運
営
管
理

を
行
う
な
ど
、
従
来
の
店
舗
運
営
体
制
が
大
き
く
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
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方
、
お
客
さ
ま
に
対
し
て
は
、
エ
リ
ア
内
の
為
替
手
数
料

を
同
一
店
舗
扱
い
と
し
、
当
座
預
金
な
ど
の
ネ
ッ
ト
取
引
も
可

能
と
す
る
な
ど
利
便
性
向
上
へ
も
配
慮
し
な
が
ら
移
行
を
す
す

め
ま
し
た
。

　
平
成
十
三
年
十
月
に
は
さ
ら
に
新
津
エ
リ
ア
、
豊
栄
エ
リ

ア
、
新
潟
東
エ
リ
ア
に
エ
リ
ア
営
業
体
制
を
拡
大
し
、
実
施
地

区
は
五
エ
リ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
営
業
店
に
つ
い
て
も
、
平
成
十
二
年
七
月
に
新
宿
支

店
、
九
月
に
宮
原
支
店
、
十
一
月
に
大
阪
支
店
を
廃
止
し
、

平
成
十
三
年
度
末
で
の
総
店
舗
数
は
九
十
六
カ
店
と
な
り
ま
し

た
。

（
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
整
備
）

　
当
行
で
は
、
リ
ス
ク
管
理
を
経
営
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
、
平
成
十
一
年
九
月
に
金
融
当
局
が
公
表
し
た

「
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
内
容
等
も
ふ
ま
え
、
平
成
十
二

年
十
月
、
基
本
的
な
考
え
方
と
な
る
「
リ
ス
ク
管
理
基
本
方

針
」
を
制
定
し
、
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
整
備
に
努
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
基
に
当
行
が
管
理
し
て
い
く
リ
ス
ク
の
種
類

や
管
理
体
制
等
を
明
確
化
し
た
「
リ
ス
ク
管
理
統
括
規
程
」
を

策
定
し
、
あ
わ
せ
て
各
リ
ス
ク
ご
と
の
管
理
規
程
を
整
備
す
る

な
ど
体
系
化
を
す
す
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
十
二
年
十
二
月
に
災
害
等
へ
の
対
応
策
を
定
め

た
「
危
機
対
応
基
本
規
程
」
を
、
平
成
十
四
年
三
月
に
風
評
発

生
や
流
動
性
危
機
の
際
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
「
緊
急
時

対
応
要
領
」
を
定
め
ま
し
た
。

（
マ
ー
ケ
ッ
ト
別
で
の
営
業
推
進
体
制
の
整
備
）

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
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の
営
業
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を
踏
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た
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に
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統
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お
よ
び
個
人
営
業
室
を
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し
、
体
制
を
整
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し
ま
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た
。
ま

た
、
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店
に
つ
い
て
も
、
平
成
十
二
年
度
下
期
か
ら
総
合
推

進
店
Ａ
（
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一
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お
よ
び
長
岡
東
支
店
（
エ
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中
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）
に
お
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て
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ケ
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営
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進
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制
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
別
営
業
推
進
体
制
は
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従
来
、
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が
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も
の
を
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法
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客
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ッ
ト
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置
し
営
業
推

進
を
行
う
こ
と
と
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た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
渉
外
担
当
者
の

専
門
ス
キ
ル
を
高
め
、
顧
客
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ズ
に
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に
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業
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た
め
、
県
内
金
融
機
関
で
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

二
十
四
時
間
い
つ
で
も
「
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
、
育
英
ロ
ー
ン
、

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
・
カ
ジ
ュ
ア
ル
」
の
申
し
込
み
受
付
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
増
加
に
む
け
、
住
宅
関
連
業
者
を
対

象
に
「
住
宅
資
金
ア
ド
バ
イ
ス
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、

ロ
ー
ン
案
件
持
込
み
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
る
と
と
も
に
、
「
休

日
ロ
ー
ン
相
談
会
」
の
定
例
開
催
な
ど
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
取
り

扱
い
ル
ー
ト
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
施
策
な
ど
に
よ
り
、
平
成
十
二
年
度
の
個
人

ロ
ー
ン
証
貸
タ
イ
プ
の
新
規
実
行
額
は
上
期
に
二
一
〇
億
円
、

下
期
に
二
五
九
億
円
と
な
り
、
順
調
に
増
加
し
ま
し
た
。

＊

　
投
資
信
託
に
つ
い
て
は
、
資
産
運
用
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
応

え
る
提
案
型
商
品
と
し
て
位
置
付
け
、
公
社
債
投
信
・
中
期
国

債
フ
ァ
ン
ド
な
ど
六
種
類
を
加
え
、
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
十
八
種

類
に
充
実
さ
せ
ま
し
た
。
販
売
窓
口
設
置
店
舗
も
十
月
か
ら
は

既
設
三
九
カ
店
か
ら
全
店
へ
と
拡
大
し
、
態
勢
を
整
備
し
た
こ

と
で
販
売
額
は
順
調
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
十
二
月
か
ら
は
、
預
金
口
座
か
ら
自
動
振
替
で
購

入
で
き
る
「
投
資
信
託
〝
千
里
く
ん
〞
」
を
発
売
し
ま
し
た
。

＊

　
こ
の
年
に
は
、
世
帯
単
位
で
の
取
引
内
容
に
応
じ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ

利
用
手
数
料
の
無
料
な
ど
各
種
の
特
典
を
受
け
ら
れ
る
「
ホ
ク

ギ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
倶
楽
部
」
の
取
り
扱
い
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
十
三
年
三
月
に
は
、
本
店
営
業
部
に
「
外
貨
自

動
販
売
機
」
を
導
入
し
、
簡
単
な
操
作
で
外
国
通
貨
や
旅
行
小

切
手
が
購
入
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
し
た
。

（
新
潟
中
央
カ
ー
ド
の
営
業
譲
受
け
）

　
平
成
十
二
年
十
二
月
、
前
年
に
破
綻
し
た
新
潟
中
央
銀
行
の

営
業
譲
渡
先
と
し
て
大
光
、
第
四
、
八
十
二
、
群
馬
、
東
和
、

東
日
本
の
六
行
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
時
を
同
じ
く
し
て
当
行
で
は
、
同
行
の
関
連
会
社
で
あ
る
新

潟
中
央
カ
ー
ド
に
つ
い
て
北
越
カ
ー
ド
を
受
け
皿
と
し
て
営
業

譲
渡
に
関
す
る
基
本
合
意
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
新
潟
中
央
銀
行
の
経
営
破
綻
に
よ
り
営
業
継
続
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
同
行
の
金
融
整
理
管
財
人
か
ら
当
行

グ
ル
ー
プ
に
対
し
引
受
要
請
が
あ
り
、
地
域
の
金
融
秩
序
安
定

化
に
向
け
た
役
割
を
果
た
す
た
め
に
も
、
こ
れ
に
応
じ
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
す
。

―

平
成
十
三
年
度
の
主
要
施
策
等―

（
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
）

　
平
成
十
三
年
四
月
、
保
険
業
法
の
改
正
に
よ
り
銀
行
本
体
で

保
険
商
品
の
販
売
が
一
部
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
住
宅

ロ
ー
ン
関
連
の
「
長
期
火
災
保
険
」
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
当
行
の
参
入
形
態
は
火
災
保
険
の
損
害
保
険
代
理
店
と
す
る

代
理
店
方
式
を
と
り
、
住
宅
の
新
築
・
購
入
な
ど
の
た
め
に

ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
お
客
さ
ま
は
、
銀
行
窓
口
で
長
期
火
災
保

険
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

＊

　
平
成
十
三
年
十
月
の
確
定
拠
出
年
金
法
の
施
行
に
伴
い
、
当

行
で
は
平
成
十
三
年
十
月
か
ら
「
企
業
型
」
の
業
務
に
参
入
し

県
内
金
融
機
関
と
し
て
は
初
め
て
そ
の
運
営
管
理
機
関
業
務
を

受
託
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
法
人
の
お
客
さ
ま
向
け
に
冷
夏
・
長
雨
・
暖
冬
な
ど

の
異
常
気
象
に
よ
る
損
失
を
補
償
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
天

候
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
」
の
媒
介
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

＊

　
個
人
ロ
ー
ン
関
係
の
商
品
で
は
、
育
英
ロ
ー
ン
の
名
称
を
郷

個人ローン証貸タイプ新規実行額の推移
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土
の
故
事
に
ち
な
ん
で
「
育
英
ロ
ー
ン
〈
米
百
俵
〉
」
に
変
更

す
る
と
と
も
に
、
在
学
中
の
生
活
費
な
ど
を
含
め
た
全
て
の
必

要
資
金
を
対
象
と
す
る
制
度
に
変
更
し
、
利
用
し
や
す
い
商
品

と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
・
育
英
ロ
ー
ン
〈
米
百
俵
〉
・
ス

マ
イ
ル
ロ
ー
ン
の
金
利
を
一
律
三
％
の
特
別
金
利
と
す
る
「
暮

ら
し
の
ロ
ー
ン
、
ト
リ
プ
ル
３
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
住
宅
ロ
ー
ン
で
は
、
当
初
三
年
間
は
固
定
金
利
を

適
用
し
て
返
済
プ
ラ
ン
を
安
定
化
さ
せ
る
商
品
を
発
売
し
ま
し

た
。

　
一
方
、
資
産
運
用
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商
品
と
し
て
、
預

金
・
投
資
信
託
・
国
債
・
外
貨
預
金
を
組
み
合
わ
せ
た
パ
ッ
ク

商
品
「
夢
ア
セ
ッ
ト
」
と
個
人
向
け
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
外
貨

預
金
「
夢
ス
テ
ー
ジ
ク
ラ
ブ
」
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
、
金
利
の
上
乗
せ
な
ど
の
特
典
が
付
く
懸

賞
付
き
の
「
夢
・
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
策
と
し

て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
稼
働
を
行
う
こ

と
と
し
、
既
に
実
施
し
て
い
る
正
月
三
ヶ
日
の
稼
働
と
あ
わ

せ
、
県
内
地
銀
で
初
め
て
年
間
三
六
五
日
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
十
三
年
七
月
、
Ｉ
Ｒ
活
動
（
投
資
家
等
へ
の
広

報
活
動
）
の
一
環
と
し
て
初
め
て
会
社
決
算
説
明
会
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
「
ペ
イ
オ
フ
ご
相
談
窓
口
」
の
設
置
な
ど
、
ペ

イ
オ
フ
解
禁
に
向
け
た
対
応
策
な
ど
の
広
報
活
動
を
本
格
化
さ

せ
ま
し
た
。

（
信し

ん

は
万ば

ん

　じ事
の
本も

と―

不
祥
事
件
対
応
の
強
化
）

　
銀
行
に
お
け
る
不
祥
事
は
、
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
大
き
な

信
用
失
墜
に
つ
な
が
り
、
そ
の
回
復
に
は
多
大
な
努
力
と
長
い

時
間
を
要
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
当
行
は
平
成
十
一
年
五
月
に
「
北
越
銀
行
倫

理
憲
章
」
を
定
め
、
加
え
て
そ
の
後
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規

程
」
な
ら
び
に
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
整
備

し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
重
視
の
経
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
十
四
年
一
月
に
は
「
不
祥
事
件
等
対
応
規

程
」
を
制
定
し
、
対
応
や
処
理
の
ル
ー
ル
を
明
確
化
し
ま
し

た
。
併
せ
て
各
階
層
で
の
研
修
、
関
連
す
る
通
信
講
座
の
受
講

な
ど
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
対
す
る
意
識
の
徹
底
を
醸
成
す

る
よ
う
各
種
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
新
潟
鐵
工
所
の
破
綻
）

　
平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日
に
、
新
潟
県
を
発
祥
と
し
県

内
に
主
力
工
場
を
展
開
し
て
い
た
株
式
会
社
新
潟
鐵
工
所
が
、

東
京
地
裁
に
会
社
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
行
い
破
綻
し
ま

し
た
。

　
同
社
は
海
外
部
門
の
業
務
悪
化
な
ど
か
ら
平
成
十
二
年
三
月

期
に
債
務
超
過
に
陥
り
、
リ
ス
ト
ラ
策
を
含
め
た
経
営
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
受
注
減
少
等
も
あ
り
自
力
再
建
を
断

念
し
た
も
の
で
す
。

　
同
社
に
対
す
る
当
行
の
貸
出
金
は
九
八
億
一
、
三
〇
〇
万
円

で
あ
り
、
こ
の
う
ち
担
保
等
で
保
全
さ
れ
な
い
取
立
不
能
見
込

額
は
七
二
億
円
の
多
額
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

＊

　
当
行
で
は
業
績
予
想
の
修
正
を
十
二
月
十
四
日
に
発
表
し
、

記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
平
成
十
三
年
度
の

単
体
業
績
予
想
に
つ
い
て
、
経
常
利
益
二
八
億
円
を
経
常
損

失
二
〇
五
億
円
に
、
当
期
純
利
益
二
〇
億
円
を
当
期
損
失

一
一
五
億
円
に
下
方
修
正
す
る
も
の
で
、
平
成
十
年
度
決
算
に

続
く
赤
字
転
落
見
込
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
要
因
と
し
て
、
同
社
の
破
綻
の
影
響
に
よ
る
回
収
不
能

見
込
額
に
つ
い
て
全
額
引
当
処
理
と
し
た
こ
と
に
加
え
、
不
測

の
損
失
に
対
す
る
備
え
と
し
て
総
額
八
〇
億
円
の
特
別
引
当
の

実
施
、
不
安
定
な
株
式
相
場
に
よ
り
株
式
償
却
の
増
加
三
五
億

IR活動（会社決算の説明会）
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土
の
故
事
に
ち
な
ん
で
「
育
英
ロ
ー
ン
〈
米
百
俵
〉
」
に
変
更

す
る
と
と
も
に
、
在
学
中
の
生
活
費
な
ど
を
含
め
た
全
て
の
必

要
資
金
を
対
象
と
す
る
制
度
に
変
更
し
、
利
用
し
や
す
い
商
品

と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
・
育
英
ロ
ー
ン
〈
米
百
俵
〉
・
ス

マ
イ
ル
ロ
ー
ン
の
金
利
を
一
律
三
％
の
特
別
金
利
と
す
る
「
暮

ら
し
の
ロ
ー
ン
、
ト
リ
プ
ル
３
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
住
宅
ロ
ー
ン
で
は
、
当
初
三
年
間
は
固
定
金
利
を

適
用
し
て
返
済
プ
ラ
ン
を
安
定
化
さ
せ
る
商
品
を
発
売
し
ま
し

た
。

　
一
方
、
資
産
運
用
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商
品
と
し
て
、
預

金
・
投
資
信
託
・
国
債
・
外
貨
預
金
を
組
み
合
わ
せ
た
パ
ッ
ク

商
品
「
夢
ア
セ
ッ
ト
」
と
個
人
向
け
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
外
貨

預
金
「
夢
ス
テ
ー
ジ
ク
ラ
ブ
」
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
、
金
利
の
上
乗
せ
な
ど
の
特
典
が
付
く
懸

賞
付
き
の
「
夢
・
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
策
と
し

て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
稼
働
を
行
う
こ

と
と
し
、
既
に
実
施
し
て
い
る
正
月
三
ヶ
日
の
稼
働
と
あ
わ

せ
、
県
内
地
銀
で
初
め
て
年
間
三
六
五
日
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
十
三
年
七
月
、
Ｉ
Ｒ
活
動
（
投
資
家
等
へ
の
広

報
活
動
）
の
一
環
と
し
て
初
め
て
会
社
決
算
説
明
会
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
「
ペ
イ
オ
フ
ご
相
談
窓
口
」
の
設
置
な
ど
、
ペ

イ
オ
フ
解
禁
に
向
け
た
対
応
策
な
ど
の
広
報
活
動
を
本
格
化
さ

せ
ま
し
た
。

（
信し

ん

は
万ば

ん

　じ事
の
本も

と―

不
祥
事
件
対
応
の
強
化
）

　
銀
行
に
お
け
る
不
祥
事
は
、
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
大
き
な

信
用
失
墜
に
つ
な
が
り
、
そ
の
回
復
に
は
多
大
な
努
力
と
長
い

時
間
を
要
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
当
行
は
平
成
十
一
年
五
月
に
「
北
越
銀
行
倫

理
憲
章
」
を
定
め
、
加
え
て
そ
の
後
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規

程
」
な
ら
び
に
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
整
備

し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
重
視
の
経
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
十
四
年
一
月
に
は
「
不
祥
事
件
等
対
応
規

程
」
を
制
定
し
、
対
応
や
処
理
の
ル
ー
ル
を
明
確
化
し
ま
し

た
。
併
せ
て
各
階
層
で
の
研
修
、
関
連
す
る
通
信
講
座
の
受
講

な
ど
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
対
す
る
意
識
の
徹
底
を
醸
成
す

る
よ
う
各
種
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
新
潟
鐵
工
所
の
破
綻
）

　
平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日
に
、
新
潟
県
を
発
祥
と
し
県

内
に
主
力
工
場
を
展
開
し
て
い
た
株
式
会
社
新
潟
鐵
工
所
が
、

東
京
地
裁
に
会
社
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
行
い
破
綻
し
ま

し
た
。

　
同
社
は
海
外
部
門
の
業
務
悪
化
な
ど
か
ら
平
成
十
二
年
三
月

期
に
債
務
超
過
に
陥
り
、
リ
ス
ト
ラ
策
を
含
め
た
経
営
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
受
注
減
少
等
も
あ
り
自
力
再
建
を
断

念
し
た
も
の
で
す
。

　
同
社
に
対
す
る
当
行
の
貸
出
金
は
九
八
億
一
、
三
〇
〇
万
円

で
あ
り
、
こ
の
う
ち
担
保
等
で
保
全
さ
れ
な
い
取
立
不
能
見
込

額
は
七
二
億
円
の
多
額
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

＊

　
当
行
で
は
業
績
予
想
の
修
正
を
十
二
月
十
四
日
に
発
表
し
、

記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
平
成
十
三
年
度
の

単
体
業
績
予
想
に
つ
い
て
、
経
常
利
益
二
八
億
円
を
経
常
損

失
二
〇
五
億
円
に
、
当
期
純
利
益
二
〇
億
円
を
当
期
損
失

一
一
五
億
円
に
下
方
修
正
す
る
も
の
で
、
平
成
十
年
度
決
算
に

続
く
赤
字
転
落
見
込
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
要
因
と
し
て
、
同
社
の
破
綻
の
影
響
に
よ
る
回
収
不
能

見
込
額
に
つ
い
て
全
額
引
当
処
理
と
し
た
こ
と
に
加
え
、
不
測

の
損
失
に
対
す
る
備
え
と
し
て
総
額
八
〇
億
円
の
特
別
引
当
の

実
施
、
不
安
定
な
株
式
相
場
に
よ
り
株
式
償
却
の
増
加
三
五
億

IR活動（会社決算の説明会）
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円
を
見
込
ん
だ
こ
と
で
、
多
額
の
損
失
計
上
見
込
と
な
り
ま
し

た
。

＊

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
十
四
年
度
以
降
安
定
的
な
収
益

を
確
保
し
、
黒
字
軌
道
を
回
復
す
る
た
め
「
抜
本
的
経
営
強
化

策
」
を
策
定
し
、
赤
字
決
算
見
込
の
発
表
を
控
え
た
部
店
長
説

明
会
に
お
い
て
、
髙
橋
頭
取
は
、
「
自
ら
が
先
頭
に
立
ち
や
り

抜
く
覚
悟
で
あ
る
」
と
表
明
、
全
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取

組
む
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
、
平
成
十
三
年
度
決
算
で
は
特
別
の
予
防
的
引
当

九
六
億
円
を
行
い
、
経
常
損
失
一
九
三
億
六
、
四
〇
〇
万
円
、

当
期
損
失
一
〇
九
億
八
、
〇
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（ 

企
業
経
営
改
善
支
援
へ
の
取
組
み
）

　
企
業
経
営
改
善
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
本
部
専
担

部
署
と
し
て
、
平
成
十
三
年
十
月
に
審
査
担
当
部
内
に
「
企
業

支
援
グ
ル
ー
プ
」
「
特
定
大
口
先
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
ま
た
、
営
業
店
向
け
融
資
先
経
営
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
や
勉
強
会
の
開
催
な
ど
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
機
能
の
強
化
を

は
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
企
業
経
営
改
善
支
援
の
一
つ
と
し
て
ホ
ク
ギ
ン
経
済

研
究
所
お
よ
び
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

―

平
成
十
二
年
度
〜
十
三
年
度
の
業
積―

　
平
成
十
二
年
度
は
、
総
預
金
は
堅
調
に
推
移
し
前
期
比

八
七
億
円
増
加
し
、
期
末
残
高
は
一
兆
八
、
〇
四
〇
億
円
と
な

り
ま
し
た
。
貸
出
金
は
景
気
情
勢
を
反
映
し
た
企
業
需
資
の

低
迷
な
ど
か
ら
前
期
比
三
〇
五
億
円
減
少
し
、
期
末
残
高
は

一
兆
二
、
五
四
四
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
支
面
に
お
い
て
、
経
常
利
益
は
二
九
億
一
、
九
〇
〇
万
円
、

当
期
利
益
は
一
九
億
一
、
〇
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
内
基
準
に
お
け
る
自
己
資
本
比
率
は
八
・
五
八
％

と
前
期
比
〇
・
一
九
％
上
昇
し
ま
し
た
。

＊

　
平
成
十
三
年
度
は
、
期
末
預
金
残
高
は
一
兆
七
、
六
四
四
億

円
と
前
期
比
三
九
六
億
円
減
少
し
、
期
末
貸
出
金
残
高
は

一
兆
二
、
一
三
九
億
円
と
前
期
比
四
〇
五
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

　
収
支
面
に
お
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
新
潟
鐵
工
所
の
経
営

破
綻
に
よ
る
処
理
に
加
え
て
、
将
来
の
不
測
の
損
失
に
備
え
る

予
防
的
引
当
（
特
別
引
当
）
を
行
っ
た
こ
と
、
株
式
相
場
が
下

落
す
る
な
か
で
多
額
の
株
式
償
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
経
常
損
失
一
九
三
億
六
、
四
〇
〇
万
円
、
当
期
損
失

一
〇
九
億
八
、
〇
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
自
己
資
本
が
減
少
し
、
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
の
適

正
な
管
理
に
努
め
ま
し
た
が
、
国
内
基
準
に
お
け
る
自
己
資
本
比

率
は
、
八
・
三
三
％
と
前
年
度
比
〇
・
二
五
％
低
下
し
ま
し
た
。

三
―
四
　
抜
本
的
経
営
強
化
策

（
抜
本
的
経
営
強
化
策
の
策
定
と
概
要
）

　
平
成
十
三
年
十
二
月
、
新
潟
鐵
工
所
破
綻
の
影
響
等
に
よ
る

赤
字
決
算
見
込
み
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
十
四
年
度
以

降
に
安
定
的
な
収
益
を
確
保
し
、
黒
字
基
調
を
回
復
す
る
た
め

の
「
抜
本
的
経
営
強
化
策
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
不
良
債
権
処
理
の
徹
底
と
未
然
防
止

・
引
当
の
強
化
に
よ
る
不
良
債
権
問
題
の
早
期
解
決

・
与
信
管
理
の
強
化

・
企
業
再
生
支
援
へ
の
取
組
み

二
、
さ
ら
な
る
リ
ス
ト
ラ
の
実
施

・
役
員
報
酬
の
減
額

・
行
員
数
の
削
減
お
よ
び
人
事
制
度
の
見
直
し
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・
店
舗
の
統
廃
合

・
物
件
費
の
削
減

・
関
連
会
社
の
合
理
化
推
進

三
、
収
益
増
加
に
向
け
た
取
組
み

・
法
人
・
個
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
別
営
業
戦
略
の
強
化

・
手
数
料
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
充
と
収
入
増
加

・
リ
ス
ク
・
収
益
管
理
の
強
化

　
ま
た
行
員
数
に
つ
い
て
は
、
中
期
経
営
計
画
の
目
標
で
あ
る

平
成
十
三
年
度
一
、
八
五
〇
人
体
制
を
前
倒
し
で
実
現
さ
せ
て

い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
業
務
の
効
率
化
と
少
数
精
鋭
化
に
よ
り

平
成
十
七
年
三
月
末
ま
で
に
一
、
五
〇
〇
人
体
制
を
め
ざ
す
こ

と
と
し
ま
し
た
。

（
給
与
・
賞
与
削
減
の
実
施
）

　
平
成
十
四
年
度
以
降
の
厳
し
い
収
支
状
況
を
踏
ま
え
、
抜
本

的
経
営
強
化
策
の
一
環
と
し
て
賞
与
金
お
よ
び
定
例
給
与
の
削

減
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
三
年
間
の
措
置
と
し

て
、
給
与
に
つ
い
て
は
定
例
給
与
で
一
律
五
％
削
減
し
、
賞
与

金
に
つ
い
て
は
、
総
フ
ァ
ン
ド
を
大
幅
に
削
減
し
た
う
え
で
、

資
格
別
乗
率
は
傾
斜
的
に
配
分
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
従
業
員
組
合
に
対
し
て
は
平
成
十
四
年
三
月
に
申
し
入
れ
を

行
い
、
断
続
的
に
労
使
協
議
会
が
開
催
さ
れ
協
議
し
た
結
果
、

四
月
に
入
り
従
業
員
組
合
は
こ
の
申
し
入
れ
に
対
し
て
応
諾
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
役
員
報
酬
に
つ
い
て
も
大
幅
な
削
減
を
行
う
と
と
も

に
、
引
き
続
き
役
員
賞
与
は
支
給
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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